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新年あけましておめでとうございます。保護者の皆様におかれましては、大きな地震に見舞われ大変な

年始だったかと思います。私たちも、改めて何事もなく日々過ごせることのありがたさと、迅速に被災地

に駆けつけてくださったたくさんの方々のご支援の温かさを感じています。 

七塚小学校では、３学期も七塚っ子全員が安心して過ごせる学校づくりを目指して、教職員一同取り組

んでまいります。特に、お互いのよさを大切にし合い、相手を思いやることができる心の育成に努めてい

きます。今後とも温かいご協力とご支援をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 あいさつは、「人と人とを温かい気持ちでつなぐ最高のコミュニ

ケーションツール」です。 

これまで人と人の接触を避ける日々が長く続いてきました。だ

からこそ、元気よく「おはようございます」とか、会釈をつけて

「こんにちは」というあいさつを聞くと、本当に温かい気持ちに

なります。あいさつをしてくれる子に対して、ついつい「ありが

とう」と返事を返すことも多くあります。こんな瞬間を味わうと、

やはり「温かいあいさつって気持ちがいいな」「進んであいさつさ

れるとうれしいな」と感じます。 

また、あいさつは、「相手への礼儀やマナーを伝えるツール」でもあります。特に、目上の人や地域の

人に対して、進んで温かいあいさつをすることは、「感謝の気持ち」を伝えることと同じだと思います。 

ではあいさつをせず、だまってすれ違われるとどうでしょうか。いつも関わっている相手が、知らない

顔をして通り過ぎていくのを見ると、とても悲しい気持ちになります。だから、あいさつが進んでできる

人は、相手を大切にしている人なんだなという風に見えてきます。「いつでも・どこでも・だれにでも」

あいさつができるなんて、なんて素敵な心の人なんだろうと感心させ

られます。 

 七塚っ子には、いろんな人を大切にできる人になってほしいと考え

ています。仲のいい人、お家の人だけでなく、クラスや学年の友達、

下級生や先輩、先生方や地域の方々にも「温かいあいさつ」を通して

つながり、みんながみんなを思いやれる心を育てていってほしいと思

います。 

「進んであたたかいあいさつをしよう」 

あけましておめでとうございます 



 

 

 

大きな災害等の後に、PTSD（心的外傷後ストレス障害）が起こることがあります。PTSD は災害直

後よりも、時間が経過してからのほうが発症しやすいともいわれています。１月１日以降も地震が継続

しており、中には「夜眠れない」「不安で両親から離れたがらない」などの様子が見られる場合もあるか

もしれません。以下の情報をご参照の上、気になることがありましたら医師にご相談ください。 

また、学校でもお子様一人一人の様子を観察し、迅速に対応してまいります。お子様の様子を見て配慮

が必要だと感じた場合は、すぐに学校にもお知らせいただけると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子様の様子にご注意ください！ 

参考：厚生労働省 

「心の外傷とその対応」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shot

ou/clarinet/002/003/005/002.htm 

ネットトラブル大丈夫ですか？ 
子どもたちは今、スマートフォンやタブレット、オンラインゲームなどで、たくさん

の人とつながっています。顔も知らない人と「フレンド」になって SNS やチャットで

やり取りしている子も少なくありません。 

本校でも、顔が見えないからこそ、つい相手をあおるような言葉や悪口を言ったり、

書き込んだりしてしまう事案が起きています。また中には、課金したアイテムをやり取

りする、自分や友達の個人情報をネットにアップするなどの事案も見られます。 

改めてお子様のネットの利用状況をご確認され、どう関わっていくことがよいのか、

どんなことが危険なのかを話し合ってみてください。また、小学生の段階では自分をコ

ントロールすることが、まだまだ十分とは言えません。ご家庭でのルールづくりが大切

です。今一度、お子様をトラブルから守れるようになっているか確かめてください。 


